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は
じ
め
に

本
書
は
、
喜
寿
を
迎
え
た
著
者
の
手
に
な
る
、
前
編
と
後
編
合
せ

て
一
五
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
部
な
研
究
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
著
者

の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
っ
た
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
の
続
編
と
し
て

の
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
初
版
本
の
刊
行
は
一
九
六
一

年
だ
か
ら
、
続
編
に
あ
た
る
本
書
の
刊
行
は
実
に
四
五
年
後
の
こ
と

と
な
る
。
そ
れ
故
、
本
書
は
著
者
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
の
集

大
成
と
し
て
の
意
味
を
も
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
が
内
容
・

分
量
と
も
浩
瀚
な
書
物
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、

こ
の
点
に
あ
る
。

ま
た
本
書
の
内
容
と
分
量
が
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
の
に
は
、
著

者
の
問
題
意
識
が
大
き
く
係
わ
っ
た
。
本
書
は
、「
領
主
財
政
の
窮

乏
に
対
し
、
幕
藩
領
主
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
、
幕
政
改
革
お

よ
び
藩
政
改
革
の
諸
段
階
に
つ
い
て
、
国
別
・
藩
別
に
検
討
し
、
そ

れ
を
通
じ
て
近
世
国
家
解
体
の
諸
過
程
に
つ
い
て
究
明
」（
前
編
、
五

頁
）
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ
れ

た
の
が
藩
体
制
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、「
豊
臣
政
権
下

に
お
い
て
成
立
し
た
藩
（
藩
体
制
）
が
、
廃
藩
置
県
に
至
る
ま
で
、
国

家
体
制
の
中
核
を
占
め
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
基
づ
き
」（
前
編
、

一
九
頁
）、
全
国
諸
藩
の
動
向
を
軸
に
、
近
世
国
家
が
解
体
す
る
過
程

を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。

〔
書

評
〕

藤
野
保
著
『
近
世
国
家
解
体
過
程
の
研
究
─
幕
藩
制
と
明
治
維
新

─
』
前
編
・
後
編

家

近

良

樹
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本
書
の
テ
ー
マ
が
、
こ
う
し
た
国
家
史
的
立
場
に
立
つ
も
の
で

あ
っ
た
以
上
、『
県
史
』
や
『
市
町
村
史
』
と
い
っ
た
各
種
の
自
治
体

史
を
積
極
的
に
活
用
し
た
研
究
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、

そ
の
対
象
が
日
本
全
国
の
藩
や
幕
府
本
体
に
お
よ
ぶ
か
ら
に
は
、
い

き
お
い
多
く
の
紙
数
を
費
や
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
著
者
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、
本
書
を
勉
強

量
の
多
さ
を
反
映
さ
せ
た
著
作
に
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
私
は
、

学
問
研
究
の
基
礎
は
、
研
究
者
の
勉
強
量
の
多
さ
に
よ
る
と
、
つ
ね

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
勉
強
不
足
を
恥
じ
て

い
る
者
で
あ
る
。
そ
う
し
た
引
け
目
を
感
じ
て
い
る
者
か
ら
す
れ
ば
、

自
治
体
史
の
み
な
ら
ず
、
関
係
す
る
研
究
論
文
に
も
幅
広
く
目
を
通

し
た
う
え
で
構
築
さ
れ
た
本
書
の
成
果
に
は
有
無
を
言
わ
せ
な
い
厚

み
が
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
の
点
を
最
初
に
確
認
し
て
お
い
て
、
以
下

本
書
を
書
評
す
る
と
い
う
私
に
与
え
ら
れ
た
責
め
を
果
た
す
こ
と
に

し
た
い
。
た
だ
、
私
の
視
野
の
狭
さ
と
力
量
不
足
の
た
め
、
本
書
評

は
限
ら
れ
た
分
野
（
幕
末
維
新
政
治
史
）
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な

る
。
こ
の
こ
と
を
前
以
っ
て
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。

一

本
書
の
内
容
と
注
目
点

（
１
）
対
象
と
す
る
時
期

徳
川
政
権
の
成
立
時
（
一
六
〇
〇
年
）
か
ら
廃
藩
置
県
時
（
一
八
七

一
年
）
ま
で
を
研
究
の
対
象
と
し
て
き
た
著
者
は
、
国
家
史
の
観
点

か
ら
近
世
を
左
の
四
段
階
に
分
類
す
る
。

第
一
段
階

慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
～
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年

第
二
段
階

天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
～
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年

第
三
段
階

享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
～
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年

第
四
段
階

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
～
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年

右
の
内
、『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
の
続
編
と
し
て
編
ま
れ
た
本

書
が
対
象
と
す
る
の
は
、
第
三
・
第
四
段
階
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

幕
府
と
藩
の
双
方
に
大
き
な
矛
盾
が
生
じ
、
幕
府
と
藩
が
そ
れ
へ
の

対
応
を
迫
ら
れ
る
段
階
以
降
が
本
書
の
考
察
対
象
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
著
者
が
第
一
段
階
と
位
置
づ
け
る
初
期
三
代
将
軍
の

時
代
に
、
権
力
の
体
制
的
確
立
（
幕
政
機
構
の
整
備
、
鎖
国
体
制
の
完

成
）
を
遂
げ
た
徳
川
権
力
は
、
そ
の
後
、
諸
藩
と
の
間
に
生
じ
た
領

主
間
矛
盾
や
、
農
民
と
の
間
に
発
生
し
た
深
刻
な
階
級
矛
盾
に
苦
し
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め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
諸
藩
側
も
同
様
で
あ
り
、

す
べ
て
の
領
主
（
幕
藩
領
主
）
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
と
も
に
財
政

窮
乏
に
大
い
に
苦
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
享
保
期
に
幕
府
で
は
徳
川
吉
宗
に
よ
る
改
革

（
享
保
改
革
）
が
始
ま
る
。
あ
い
前
後
し
て
、
諸
藩
で
も
藩
政
改
革
が

実
施
さ
れ
、
領
主
財
政
の
再
建
策
・
強
化
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
本

書
は
、
こ
の
享
保
期
以
降
の
徳
川
権
力
と
諸
大
名
の
相
互
矛
盾
と
相

互
依
存
の
関
係
を
丹
念
に
分
析
し
、
最
終
的
に
は
幕
府
と
諸
藩
の
両

者
が
乖
離
し
て
い
く
（
幕
藩
体
制
が
崩
壊
す
る
に
至
る
）
過
程
を
追
っ

た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
本
書
中
の
重
要
な
指
摘

本
書
で
は
幕
府
、
御
三
家
、
御
三
卿
、
各
藩
の
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深

い
特
色
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
踏
み
入
る
前
に
、
本
書

中
も
っ
と
も
重
要
な
指
摘
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
私
が
本
書

を
精
読
し
た
結
果
、
特
に
大
事
だ
と
思
っ
た
の
は
、
や
は
り
幕
藩
制

国
家
の
解
体
に
関
す
る
根
本
的
な
要
因
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
換
言
す
れ
ば
、
徳
川
権
力
に
よ
る
支
配
が
打
倒
さ
れ
た
遠
因
に

つ
い
て
の
問
題
提
起
で
も
あ
る
。
以
下
、
私
の
中
に
と
く
に
強
く

残
っ
た
重
要
な
指
摘
を
五
点
挙
げ
る
。

第
一
点
は
、「
幕
藩
体
制
」
と
い
う
国
家
体
制
が
始
ま
り
終
焉
す

る
時
期
と
し
て
江
戸
幕
府
の
創
設
時
か
ら
廃
藩
置
県
の
実
施
時
ま
で

を
俯
瞰
す
る
著
者
の
観
点
に
立
つ
と
、
幕
府
に
よ
る
支
配
体
制
が
政

治
闘
争
の
結
果
倒
さ
れ
た
歴
史
的
意
義
は
従
来
よ
り
低
く
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
倒
幕
過
程
の
相
対
的
な
低
評

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

価機

（
傍
点
筆
者
。
以
下
同
じ
）
は
、
依
然
と
し
て
国
民
的
な
歴
史
観
と

も
い
う
べ
き
座
に
居
座
り
続
け
る
西
南
雄
藩
討
幕
派
史
観
の
縛
り
か

ら
、
国
民
を
解
き
放
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
重
要
な
視
点
だ
と
私
に
は

思
え
た
。
ま
た
、
こ
の
点
と
関
連
し
て
著
者
が
強
調
す
る
、
廃
藩
置

県
に
よ
っ
て
江
戸
期
の
体
制
で
あ
っ
た
藩
領
国
体
制
が
否
定
さ
れ
、

藩
が
消
滅
し
た
う
え
で
、「
天
皇
絶
対
主
義
国
家
」
が
成
立
す
る
と

の
評
価
は
、
妥
当
だ
と
感
じ
た
。

第
二
点
は
、
幕
政
に
参
加
し
た
譜
代
大
名
と
幕
府
と
の
相
関
関
係

に
着
目
し
て
幕
府
崩
壊
の
要
因
を
追
求
し
た
箇
所
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
著
者
は
、
幕
政
を
老
中
・
若
年
寄
・
大
坂
城
代
な
ど
と
し
て
担
当

し
た
関
東
の
譜
代
大
名
が
、
権
力
の
乱
用
に
よ
っ
て
上
方
（
と
く
に

摂
津
・
河
内
・
和
泉
）
に
所
領
を
拡
大
し
た
事
実
に
着
目
す
る
。
皮

肉
な
こ
と
に
、
彼
ら
譜
代
大
名
は
上
方
に
所
領
を
有
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
百
姓
一
揆
（
国
訴
）
や
打
毀
し
、
あ
る
い
は
大
塩
の
乱
等

に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
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統
一
的
・
継
続
的
な
藩
政
の
執
行
が
不
可
能
と
な
り
、
そ
の
挙
句
に
、

幕
府
権
力
と
藩
権
力
の
乖
離
、
幕
政
と
藩
政
の
政
策
矛
盾
と
い
っ
た

事
態
が
招
来
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
（
幕
閣
大
名
）
の
こ
う
し
た

立
場
が
、
天
保
改
革
に
お
け
る
「
上
知
令
」
に
彼
ら
を
し
て
反
対
さ

せ
、
老
中
首
座
水
野
忠
邦
の
失
脚
を
も
た
ら
し
、
幕
府
権
力
の
失
墜

に
つ
な
が
っ
た
。
私
に
は
、
こ
の
指
摘
は
、
幕
府
独
裁
政
治
が
倒
れ

る
べ
く
し
て
倒
れ
た
、
そ
の
要
因
（
遠
因
）
を
見
通
し
た
と
い
う
点

で
頗
る
面
白
く
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
幕
末
政
治
を
研
究

対
象
と
す
る
者
が
往
々
に
し
て
見
落
と
し
が
ち
な
指
摘
だ
と
痛
感
し

た
。第

三
点
は
、
戊
辰
戦
争
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
。
著
者
は
、「
各

地
域
・
各
国
と
も
、
最
有
力
藩
の
政
治
動
向
が
戊
辰
戦
争
に
お
け
る

諸
藩
の
対
応
を
規
定
し
た
」（
後
編
、
一
六
三
頁
）
と
見
る
。
す
な
わ

ち
、
全
大
名
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
た
小
藩
な
ど
は
、
戊
辰
戦
争

中
、
新
た
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
、
周
辺
の
大
藩
や
有
力
藩
の
動
向

に
影
響
さ
れ
て
藩
の
方
針
を
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
著
者
は
、
こ
う
し
た
藩
の
動
向
は
、
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
領

国
体
制
の
在
り
方
（
そ
れ
は
、
大
藩
を
中
心
に
配
置
し
、
周
辺
に
中
小

藩
・
天
領
・
旗
本
領
を
置
く
形
態
で
あ
っ
た
）
に
よ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
近
世
史
研
究
者
な
ら
で
は
の
指
摘
は
、
戊
辰
戦
争
は
薩
長

両
藩
が
主
導
し
て
な
さ
れ
た
と
す
る
長
年
の
通
説
を
考
え
直
す
う
え

で
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
点
は
、
明
治
初
年
の
国
家
体
制
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
疑

問
を
呈
す
る
見
解
で
あ
る
。
著
者
は
、
明
治
初
年
の
国
家
体
制
を

「
幕
藩
体
制
」
に
代
わ
る
べ
き
国
家
体
制
（「
朝
藩
体
制
」）
と
は
解
さ

な
い
。「
維
新
政
権
下
に
お
い
て
も
藩
体
制
は
存
続
し
、
逆
に
再

編
・
強
化
さ
れ
た
」（
前
編
、
一
九
頁
）
と
見
な
す
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
六
月
の
「
版
籍
奉
還
」
も
知
藩
事
体

制
の
も
と
で
藩
体
制
を
維
持
・
強
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、「
廃

藩
置
県
」
と
は
「
政
治
的
・
経
済
的
次
元
を
異
に
す
る
」（
後
編
、
七

七
七
頁
）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
明
治
初
年
を
廃
藩
へ
の

過
程
と
理
解
す
る
、
か
つ
て
の
支
配
的
な
見
解
に
対
す
る
貴
重
な
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
な
ろ
う
。

第
五
点
は
、
廃
藩
置
県
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
。
著
者
は
「
廃
藩

置
県
」
が
一
挙
に
か
つ
平
和
裡
に
断
行
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
熊

本
・
徳
島
・
鳥
取
な
ど
の
有
力
藩
の
中
か
ら
、
明
治
三
年
一
二
月
以

降
に
出
て
く
る
「
廃
藩
論
」（
藩
を
廃
止
し
て
郡
県
制
の
実
行
を
急
げ
と

す
る
主
張
）
の
存
在
を
重
視
す
る
（
後
編
、
七
七
〇
頁
以
下
）。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
ら
「『
幕
府
』
と
藩
の
君
臣
関
係
を
『
天
皇
』
と
の
君
臣
関

係
に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
諸
藩
の
動
向
・
潮
流
」（
後
編
、
七
八
五
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頁
）
こ
そ
、
廃
藩
置
県
が
実
現
を
見
た
最
大
の
要
因
だ
と
す
る
。
妥

当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
私
に
は
、「『
廃
藩
置
県
』
を
断
行
す

る
た
め
の
『
親
兵
』
の
創
設
・
配
置
は
必
要
な
か
っ
た
」（
後
編
、
七

八
五
頁
）
と
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
そ
こ
ま
で
は
断
言
し
え
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
が
残
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
付
記
し
て
お
き

た
い
。

（
３
）
個
別
藩
に
関
す
る
興
味
深
い
史
実

な
お
、
そ
の
他
、
前
項
に
掲
げ
た
指
摘
ほ
ど
の
重
要
性
は
無
い
が
、

評
者
で
あ
る
私
の
印
象
に
残
っ
た
歴
史
事
実
（
史
実
）
の
幾
つ
か
を
、

左
に
箇
条
書
き
し
た
い
。

ア
西
南
雄
藩
が
幕
末
期
に
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
応
し

て
改
革
（
富
国
強
兵
策
）
を
お
こ
な
い
、
軍
事
力
を
著
し
く
強

化
（
近
代
化
）
し
た
の
に
対
し
、
仙
台
藩
を
は
じ
め
と
す
る
東

北
諸
藩
が
別
の
方
途
を
た
ど
っ
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
東
北
諸

藩
は
、
北
（
ロ
シ
ア
）
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
幕
府
の

指
示
に
よ
っ
て
、、
上
知
さ
れ
た
蝦
夷
の
協
同
警
備
に
努
め
た

た
め
、
個
別
藩
と
し
て
の
軍
事
力
の
強
化
は
達
成
し
え
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
戊
辰
戦
争
に
お
け
る

奥
羽
列
藩
同
盟
に
よ
る
諸
藩
軍
事
力
の
統
合
（
つ
ま
り
連
合
）

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
。

イ
藩
財
政
の
窮
乏
に
公
金
の
拝
借
に
よ
っ
て
対
処
し
て
き
た
和
歌

山
藩
が
、
御
三
卿
か
ら
藩
主
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府

に
対
す
る
依
存
体
質
を
深
め
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
藩
内
が
「
和
歌
山
派
」
と
「
江
戸
派
」
に
分
裂
・

対
立
す
る
に
至
っ
た
こ
と
。
ま
た
幕
府
と
連
携
し
、
御
三
卿
出

身
の
藩
主
を
補
佐
す
る
付
家
老
（
水
野
忠
央
）
が
藩
権
力
を
掌

握
し
、
つ
い
で
御
三
卿
（
清
水
）
系
の
一
三
代
藩
主
慶
福
を
、

一
四
代
将
軍
の
座
に
送
り
込
む
の
に
成
功
し
た
こ
と
。

ウ
福
山
藩
士
に
は
江
戸
詰
め
の
者
（
江
戸
常
駐
）
が
多
く
、
家
臣

団
総
数
の
実
に
四
二
％
を
占
め
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
同

藩
の
財
政
窮
乏
を
き
た
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
。

エ
二
回
に
わ
た
る
諸
藩
兵
の
駐
屯
に
よ
っ
て
莫
大
な
銀
子
が
お
ち

た
広
島
市
中
が
、
征
長
戦
争
景
気
（
特
需
）
に
湧
い
た
こ
と
。

オ
東
北
戦
争
に
お
け
る
各
藩
の
出
兵
兵
士
の
う
ち
、
佐
賀
藩
兵
が

五
一
％
を
占
め
た
こ
と
。
そ
の
た
め
、
佐
賀
藩
の
東
北
・
箱
館

両
戦
争
に
果
た
し
た
役
割
は
薩
長
両
藩
を
も
凌
駕
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
、
維
新
政
権
の
な
か
に
占
め
る
同
藩
の
地
位
を

著
し
く
向
上
さ
せ
た
こ
と
。

カ
島
津
家
の
二
八
代
当
主
で
あ
っ
た
島
津
斉
彬
が
安
政
四
（
一
八
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五
七
）
年
の
時
点
で
、
中
国
に
渡
る
船
の
碇
泊
所
を
台
湾
に
設

置
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
。
こ
こ
に
は
、
欧
米
資
本
主

義
諸
国
に
対
抗
し
、
台
湾
へ
の
進
出
を
図
ろ
う
と
す
る
考
え
が

み
ら
れ
、
明
治
政
府
の
後
年
の
対
ア
ジ
ア
政
策
の
原
形
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

以
上
、
六
点
ほ
ど
注
目
す
べ
き
史
実
を
挙
げ
た
が
、
最
後
の
カ
な

ど
は
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
の
台
湾
出
兵
が
主
と
し
て
鹿
児
島

県
人
の
リ
ー
ド
の
も
と
に
な
さ
れ
た
背
景
を
考
え
る
う
え
で
、
私
に

は
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

二

幕
末
維
新
政
治
史
に
関
す
る
若
干
の
コ
メ
ン
ト

さ
て
、
以
上
が
、
本
書
中
の
重
要
な
内
容
お
よ
び
私
の
印
象
に

残
っ
た
幾
つ
か
の
史
実
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
著
者
の
解
釈
と
若
干

異
な
る
幕
末
維
新
史
上
の
問
題
に
つ
い
て
私
な
り
の
コ
メ
ン
ト
を
付

す
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
山
口
藩
の
藩
政
改
革
に
つ
い
て

そ
の
ま
ず
第
一
は
、
山
口
藩
の
改
革
主
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
山
口
藩
が
幕
末
政
治
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
た
め
、
同
藩
を
改
革
に
導
い
た
政
治
主
体
に
関
し
て
長
年
多

く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
村
田
清
風
─
周

布
政
之
助
─
高
杉
晋
作
ラ
イ
ン
を
正
義
派
と
し
て
高
く
評
価
し
、
反

対
に
坪
井
九
右
衛
門
─
椋
梨
藤
太
ラ
イ
ン
を
俗
論
派
と
蔑
む
評
価
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
著
者
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る

正
義
派
史
観
を
『
防
長
回
天
史
』
観
の
継
承
だ
と
し
て
批
判
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
私
も
大
い
に
賛
同
す
る
。
ま
た
著
者

は
、
山
口
藩
が
雄
藩
と
し
て
の
地
位
を
強
化
す
る
に
至
っ
た
遠
因
と

し
て
「
宝
暦
改
革
」
を
位
置
づ
け
る
が
、
こ
れ
に
も
私
は
同
意
し
た

い
。た

だ
、
そ
の
後
に
続
く
同
藩
の
「
天
保
改
革
」
に
つ
い
て
は
多
少

異
議
が
あ
る
。
私
は
、
著
者
の
よ
う
に
、
天
保
改
革
を
「
村
田
清
風

に
よ
る
（
改
革
）」（
後
編
、
一
四
一
頁
）
と
捉
え
、
同
改
革
が
清
風
の

「
い
と
も
簡
単
な
失
脚
」（
後
編
、
一
四
七
頁
）
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
と

は
見
な
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
山
口
藩
の
天
保
改
革
は
村
田
清
風
を

重
要
な
一
員
と
す
る
改
革
派
官
僚
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た

も
の
と
見
な
し
、
村
田
個
人
を
特
別
視
す
る
見
方
に
慎
重
な
態
度
を

持
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
藩
の
天
保
改
革
が
老
中
の
水
野
忠
邦

に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
改
革
と
連
動
し
て
い
た
が
故
に
、
幕
府
の
天

保
改
革
が
終
焉
し
た
の
を
機
に
、
一
区
切
り
を
つ
け
た
と
解
釈
し
て

い
る
。
つ
ま
り
村
田
清
風
の
リ
タ
イ
ヤ
は
、
彼
の
高
齢
と
病
気
に
よ
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る
も
の
で
あ
り
、
山
口
藩
の
天
保
改
革
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
ま
で

は
見
な
さ
な
い
（
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
長
州
藩
正
義
派
史

観
の
根
源
─
天
保
改
革
期
の
藩
内
勢
力
と
政
治
力
学
─
」〔『
も
う
ひ
と
つ

の
明
治
維
新
』
有
志
舎
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
２
）
薩
長
同
盟
に
つ
い
て

つ
い
で
幕
末
史
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
る
鹿
児

島
・
山
口
両
藩
の
同
盟
問
題
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

著
者
は
慶
応
二
（
一
八
八
六
）
年
正
月
二
一
日
に
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
の
仲
介
で
結
ば
れ
た
密
約
を
武
力
倒
幕
を
目
指
し
た
軍
事
同

盟
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
学
界
で
は
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
見
解
で
あ
り
、
私
も
む
ろ
ん
同
意
す
る
。
ま
た
、
こ
の
密
約

が
鹿
児
島
藩
が
武
力
行
使
を
踏
ま
え
た
う
え
で
山
口
藩
の
復
権
を
目

標
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
正
確
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
私
も
異
論
は
な
い
。
私
が
ほ
ん
の
少
し
不
満
を
も
っ

た
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
武
力
行
使
を
発
動
す
る
相

手
と
し
て
一
会
桑
三
者
（
こ
の
三
者
に
関
し
て
は
拙
著
『
幕
末
政
治
と

倒
幕
運
動
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
）
の
存
在

が
ま
っ
た
く
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
薩
長

同
盟
を
藩
レ
ベ
ル
の
連
合
と
見
な
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
者
に
関
し
て
は
、
私
は
薩
摩
側
が
山
口
藩
の
桂
小
五
郎
（
木
戸

孝
允
）
に
約
束
し
た
の
は
、
こ
の
慶
応
二
年
正
月
の
段
階
で
は
朝
廷

を
擁
し
た
一
会
桑
三
者
の
打
倒
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
と
見
て
い
る
。

後
者
に
関
し
て
は
、
桂
の
相
手
を
し
た
西
郷
隆
盛
ら
が
な
ぜ
桂
と
の

話
し
合
い
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
桂
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
直

接
の
当
事
者
で
あ
っ
た
西
郷
の
口
が
何
故
あ
れ
ほ
ど
重
か
っ
た
の
か

の
問
題
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

私
は
、
こ
れ
を
昔
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
西
郷
ら
が
メ
ン
ツ
に

こ
だ
わ
っ
た
結
果
だ
と
は
見
な
い
。
ご
く
最
近
で
は
別
の
見
解
を

採
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
鹿
児
島
藩
内
に
多
く
居
た
対
幕
強
硬
論
に

反
対
す
る
藩
士
の
存
在
が
、
西
郷
の
口
を
重
く
さ
せ
、
同
盟
に
係
わ

る
明
言
を
控
え
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
藩
内
の
ア
ン
チ
西
郷
・
大
久
保
ら
の
存
在
が
翌
慶
応
三
年
一
〇

月
中
旬
段
階
に
至
っ
て
、
西
郷
ら
が
「
討
幕
の
密
勅
」
を
同
志
の
公

卿
に
出
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
の
一
つ
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
鹿
児
島
藩
内

の
反
対
派
を
押
さ
え
き
れ
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
の
考
え
で
は
、
慶
応
二
年
正
月
段
階
の
西
郷

ら
は
、
鹿
児
島
藩
を
代
表
し
て

機

機

機

機

機

機

機

機

機

桂
ら
に
同
盟
を
提
示
で
き
る
立
場
に
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は
な
か
っ
た
と
み
な
す
。
ま
た
、
著
者
は
、
薩
長
連
合
を
も
っ
て
、

「
藩
政
の
主
導
権
が
久
光
か
ら
西
郷
・
大
久
保
ら
下
級
藩
士
に
移
行

し
た
」（
後
編
、
六
六
五
頁
）
と
評
価
す
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
理
由

で
、
こ
う
し
た
通
説
的
な
見
方
に
現
在
の
私
は
慎
重
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
用
語
に
つ
い
て

つ
づ
い
て
私
が
検
討
を
求
め
た
い
の
は
、
幕
末
政
治
史
で
多
用
さ

れ
る
用
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
諸
藩
の

対
応
を
分
析
す
る
際
、
佐
幕
か
勤
王
か
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
藩
が
揺

れ
動
い
た
こ
と
が
随
所
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
幕
末
期
に

あ
っ
て
は
、
佐
幕
で
あ
る
と
同
時
に
勤
王
で
も
あ
る
と
い
う
の
が
、

藩
の
在
り
方
と
し
て
は
、
ご
く
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
に
は

思
え
る
。
そ
う
い
う
点
で
、
著
者
が
「
津
藩
の
藩
論
は
尊
王
佐
幕
の

立
場
に
立
つ
独
特
の
公
武
合
体
論
に
あ
っ
た
」（
前
編
、
四
八
〇
頁
）

と
い
っ
た
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
お
ぼ
え
た
。

同
じ
く
用
語
に
関
す
る
こ
だ
わ
り
か
ら
い
え
ば
、
著
者
が
具
体
的

な
説
明
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
、
倒
幕
派
・
武
力
倒
幕
派
・
討
幕
派
・

武
力
討
幕
派
と
い
っ
た
表
現
を
使
用
し
て
い
る
の
が
腑
に
お
ち
な

か
っ
た
。
討
幕
は
藩
軍
事
力
の
行
使
を
伴
う
幕
藩
体
制
の
否
定
、
倒

幕
は
そ
れ
を
必
要
条
件
と
し
な
い
幕
藩
体
制
の
平
和
的
手
段
で
の
打

倒
と
い
っ
た
、
語
句
の
説
明
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
と

い
う
の
は
、
私
は
著
者
の
次
の
よ
う
な
評
価
に
疑
問
を
抱
く
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
は
、「（
徳
川
）
慶
勝
は
王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
参

加
し
て
討
幕
の
立
場
を
鮮
明
に
し
」（
前
編
、
五
八
六
頁
）
云
々
と

い
っ
た
理
解
で
あ
る
。
私
は
徳
川
御
三
家
の
一
員
で
あ
る
慶
勝
が
武

力
倒
幕
に
同
意
す
る
筈
は
な
い
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
、

「
討
」
の
字
は
相
応
し
く
な
い
と
思
う
。
旧
来
の
幕
藩
体
制
の
存
続

は
、
も
は
や
不
可
能
だ
と
判
断
し
て
慶
勝
ら
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
参
加

し
た
と
見
な
す
の
で
、「
倒
」
の
字
を
こ
の
場
合
は
充
て
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。

な
お
、
こ
と
の
つ
い
で
に
記
す
と
、
私
は
武
力
倒
幕
派
な
る
用
語

を
使
用
す
る
こ
と
が
、
西
南
雄
藩
討
幕
派
史
観
（
す
な
わ
ち
英
雄
史

観
）
の
助
長
に
も
つ
な
が
る
と
危
惧
す
る
の
で
、
意
識
的
に
自
分
の

書
く
も
の
や
話
の
中
で
は
対
幕
強
硬
派
も
し
く
は
抗
幕
派
と
い
っ
た

用
語
を
使
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
表
現
で
、
な
ん
ら
不
都

合
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
い
さ
さ
か
し
つ
こ
い
が
、
史
実
に
関
係
す
る
著
者
の
用

語
の
使
用
例
を
、
検
討
を
要
す
べ
き
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
き

た
い
。
著
者
は
、「〝
八
・
一
八
の
政
変
〟
で
、
公
武
合
体
派
に
よ
る

宮
中
掌
握
が
成
功
す
る
」（
後
編
、
三
三
〇
頁
）
と
書
く
。
こ
こ
で
使
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用
さ
れ
て
い
る
公
武
合
体
派
な
る
用
語
に
も
私
は
疑
問
を
抱
く
。
公

武
合
体
派
は
、
要
す
る
に
朝
廷
と
幕
府
の
協
力
体
制
の
確
立
を
な
に

に
も
ま
し
て
優
先
す
る
政
治
集
団
に
他
な
ら
な
い
が
、
幕
末
（
な
か

で
も
文
久
政
変
時
）
の
日
本
に
あ
っ
て
は
、
公
武
合
体
派
以
外
の
政

治
勢
力
を
見
つ
け
だ
す
の
は
む
し
ろ
困
難
で
あ
ろ
う
。
文
久
政
変
時

に
あ
っ
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
政
治
活
動
を
し
て
い
た
者
は
、
ほ

ぼ
全
員
が
公
武
合
体
派
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
故
、
八
・
一
八
ク
ー
デ
タ
ー
（
文
久
政
変
）
で
宮
中
の
掌
握
に

成
功
し
た
の
は
、
当
該
期
は
攘
夷
の
即
行
か
否
か
が
大
問
題
で
あ
っ

た
（
攘
夷
か
開
国
か
で
は
な
い
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
攘
夷
猶
予
派
が

攘
夷
即
行
派
に
対
し
て
勝
利
を
収
め
た
と
で
も
表
現
す
る
の
が
一
番

妥
当
な
書
き
方
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
４
）
非
健
勝
（
常
）
者
の
視
点
と
の
関
連
に
お
い
て

最
後
に
、
本
書
の
テ
ー
マ
と
は
係
わ
り
が
な
い
が
、
個
人
的
な
思

い
と
結
び
つ
い
て
い
る
感
想
を
あ
え
て
記
し
た
い
。
そ
れ
は
、
日
本

の
歴
史
は
、
あ
ま
り
に
も
健
勝
（
常
）
者
中
心
の
発
想
で
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
ま
つ
わ
る
思
い
で
あ
る
。

例
え
ば
、
本
書
で
も
、
廃
藩
置
県
の
直
前
、「
薩
長
土
肥
」
四
藩
の

藩
士
を
中
心
に
任
命
さ
れ
た
「
制
度
取
調
」
が
連
日
の
よ
う
に
会
議

を
お
こ
な
っ
た
際
、「
会
議
」
の
議
長
を
つ
と
め
た
参
議
の
西
郷
隆

盛
が
、
同
じ
く
議
長
兼
参
議
の
木
戸
孝
允
の
リ
ー
ド
に
反
発
し
て

（
対
抗
意
識
を
燃
や
し
て
）
欠
席
戦
術
で
の
ぞ
ん
だ
と
書
か
れ
て
あ
る

（
前
編
一
四
・
一
五
頁
、
後
編
七
七
八
・
七
七
九
・
七
八
一
頁
）。
そ
の
う

え
で
、
さ
ら
に
著
者
は
、
こ
れ
は
、「
山
口
藩
兵
（
親
兵
）
の
出
兵
が

遅
れ
、
大
久
保
の
説
得
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
出
兵
を
決
意
し
、
藩

知
事
・
藩
兵
の
東
京
到
着
が
遅
れ
た
こ
と
に
対
す
る
（
西
郷
の
）
不

信
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
」（
後
編
、
七
七
九
頁
）
と
す
る
。

し
か
し
、
西
郷
を
長
年
に
わ
た
っ
て
苦
し
め
た
病
気
の
存
在
を
知

る
私
に
は
、
彼
の
相
当
深
刻
な
体
調
不
良
の
問
題
が
、
こ
の
欠
席
に

も
つ
な
が
っ
た
面
が
大
き
か
っ
た
と
見
る
。
一
見
極
め
て
さ
さ
い
な

問
題
と
受
け
と
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
私
に
は
案
外
大
き
な
こ
と
だ
と

思
う
の
で
、
本
書
評
の
終
わ
り
に
書
き
足
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
本
書
に
お
い
て
、
著
者
が
幕
末
維
新
期
段
階
の
鹿
児
島
・

山
口
両
藩
を
特
別
視
す
る
（
両
藩
の
果
た
し
た
役
割
を
過
大
評
価
す

る
）
こ
と
な
ど
を
批
判
さ
れ
た
点
に
、
大
い
な
る
敬
意
を
表
し
た
い
。

ま
た
、
本
書
全
体
を
通
じ
て
、
近
世
史
の
成
果
を
幕
末
維
新
史
が
ど

う
受
け
継
ぐ
か
と
い
う
大
問
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
も
思
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
本
書
の
刊
行
に
は
真
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る

と
最
後
に
総
括
し
て
、
書
評
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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藤
野
保
著
『
近
世
国
家
解
体
過
程
の
研
究
─
幕
藩
制
と
明
治
維
新
─
』

前
編
・
後
編
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
七
月
刊
、
Ａ
５
判
、
前

編
：
七
一
三
頁
、
本
体
価
格
二
三
、
〇
〇
〇
円
、
後
編
：
八
〇
六
頁
・

前
後
編
索
引
三
四
頁
、
本
体
価
格
二
七
、
〇
〇
〇
円
）

（
い
え
ち
か

よ
し
き
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
、
同
図
書
館
館
長
）


